
　各年９月末現在の死傷者数の推移
主要業種別推移　休業４日以上 事故の型別推移　全業種　休業４日以上

　主な労働災害増加業種における事故の型別労働災害発生状況　（各年９月末現在　休業４日以上）

・道路貨物運送業は増加が顕著（13人、12.3%増）。特に最多の「墜落・転落災害」が増加（＋17.2%）している。
・第３次産業では「転倒災害」が最多。「動作の反動等（災害性腰痛の要因）」が増加（+26.2%）している。
　　第３次産業のうち、特に通信業で増加が顕著（+11人 55.0%増）となっている。

愛媛県下の労働災害発生状況　平成２９年９月末現在（速報値）

・製造業では、「はさまれ、巻き込まれ災害」が最多で減少傾向にない。転倒災害が増加（＋15.2%）している。
　　製造業のうち、特に造船業で増加が顕著（+6人 17.6%増）となっている。
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